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Er,T - 621,W- e-1W , e… lT-Tcl官のようなスケール変換によって書き直
すと




















れがかな り解析的に扱えるのである. 以下では無限に長い一次元系を考えようO 簡単の
















+ x,Y-Ys+y とおいて(4)に代入 し, x,y について線型化 し,更にX,y～
e叫+ikrとおいて分散方程式を作ると
u2+tA2+1-B+(Dx+Dy)k2lw
+A2(1+Dxk2)+(- B)Dyk2+DxDyk4 - 0
(6)





I･Bc(1+Aq)2, 甲… (Dx/Dy)-;O この場合一様な状酎 )は空間的に周
期的な摂動 eikcr に対 して不安定 となるO但 しkG-±(A/5)与,i5…(DxDy)与o
A･Bc- 1+A20 この場合空間的には一様で時間的に周期的な摂動 e±iAtに対 して
不安定となる｡ 即ち(6)は Rea)-O lmaJ -±A の解 をもっO
どちらの型の不安定が起 るかは上の 2つの Bcの大小関係で決まる.つま り, 7<A-1
I(1+A2)仁 1日 iら Ⅰ,逆の場合には lの不安定が起る｡ これら2つの場合に対
して reductiueperturbationを適用 し,(4)式を適当に reduce して不安定点近傍で成
立つ式を求めると結果は次のようになる｡ 82- IB-Bcl/Bcとして,








≠･x- E(weiAt･ C･C.)+ o(82), yニ ーet(1一志)×weiAt+ C･ci+
o(e2) とおくと,
- =(B-Bc)i±杢W + (Dr iAD_)V2rw∂W∂t 2
一与 (# 2+i
4- 7A2+4A4 ＼ , !2
) iWiWI3A3
/o＼＼O/
D±-I(Dx ± Dy ) o
どちらの場合に もTDOl｣型の方程式が得が得 られたo B> B｡ の場合を考えると,
1ではF〉0な ら, W-const.が安定な定常解である｡ これはX,Y の濃度が一様部
分プラス空間的に波数 k｡ で周期的に変化 している部分から成 るパター ンを示 している｡
F<0なら(7)は物理的な解をもたないoつまりreductivepertufbation の方法が破
れる場合であるo 且ではW-peiやとおくとp- const,p- at+po a-0(e2)
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興 奮 の 伝 播 と興 奮 性 膜 の形 成 過 程
北大 ･薬 相沢洋二,小島陽之助
畠1. はじめに







臆上に分布している active domain の中で興奮している ドメインの割合をPとし,
膜間電位差をVとする｡この二つの変数によって興奮現象は記述されるo興奮の基礎方
程式を神経細胞にそ-て一次元であると近似するo興奮の rate.諾 および膜雛 の時
間変化は次の式で与えられる｡
dP,｡t==kl(V-V｡)p(1-Pト k2,.J･t(V｡t′)1 1〕r)(:葦 'dt,+k:殻 (1)-･()〇
｡V/dt-ユipga(V-Ea)+(1-P)gr(V-F" 申 k4 詰 (2)C
ここで, kl ～ kAは rateconst･ 斑r,g,(orJ･la,g｡)は静止 (or興奮 ) ドメイ
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